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11月下旬号 大村市政だより (554号〉 昭和43年11月20日

市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事、お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなでお読みください。
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虚脱、放心、悔恨ー乙れが焼跡に立つ老婆の心境でもあろうか・・・・。

写真く消防大鑑より>

11月26日から12月2日までを、秋の火災予防週間として、全国的に行事がおこ
なわれます。

火災の大部分は不注意からおこります。グ火災予防グは、なにがなんでも火の

用心にあることをしっかり心得えておきましょ う。

【関連記事2頁】



昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和43年1I月20日
(2' 

川 ;:，..'t!:{~/，，''/ の ::"';:"'~台 ，;，." ，!末'{，:;， ';" . ;~ 
そ ;太:'，仁:ミごこご:頼 sむなななな:::?¥J一心川日ご三1円:'，

大村市政だよ

ことし も寒い季節をむかえ、家庭で、職場で暖

房器具の使用など、火気の取扱いが多くなります

便利なものも、その取扱いを誤り ますと大へん

なことになります。 おたがいにつぎのことを守り

火災を追放しましよう。

一一バケツ 1杯の水のくみおき一一

火災は、早く発見して、小さなうちに消すこと

が大切です。す くなく とも、バケツ 1杯の水を常
時準備するか、入浴後の風呂水をそηままためて

おき、有事のときに備えましよう。

一一子供の火遊びはやめさせましよう一一

子供の火

びを見つ

けたら、家

族はもちろ

ん周囲の人

も注意しま

しょ5。

一一たばこの投げ捨て寝たばこの防止一一

火災の原因は、たばこによるものがいちばん多

く、また増加の傾向にあります。たばこの吸がら

は、かならず吸がら入れに捨てる習慣をつけ、 寝

たばこはやめましよう。

一一石油、ガス、電気は正しい使用管理で一一

便利な石

油、ガス、

電気は、使

用管理を一

歩まちがう

と、あなた

の財産や生

命さえもうばう事があります。使用管理には十分

注意しましよう。

一一避難管理は十分に一一

火災の際あなたは直ちに避難できますか。避難

口に障害物はないか、いま一度点検しましよう。

また、老人、子供、病人はなる〈く階下に寝か

せるようにしましよう。

ーー避難経路案内の徹底一一一

宿泊、集会施設においては、避難経路の案内を

徹底しましょ う。
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選
挙
11
名
簿
に
追
加
登
録

l
J

f
i
l
l
資

格

者

は

申

出

を

十
二
月
は
選
挙
人
名
簿
に

新
た
に
追
加
登
録
す
る
月
で

す

つ
、ぎ
の
よ
う
な
人
で
ま
だ

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
を

す
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
十

二
月
二
日
(
月
曜
日
〉
ま
で
に

申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
出
を
し
た
人
の
う
ち
、

十
二
月
一
日
現
在
で
資
格
要

件
が
備
わ
っ
て
い
る
人
は
十

一
一
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿

に
追
加
登
録
し
ま
す
。

①
新
た
に
満
ニ
+
才
に
な
っ

た
人
(満
二
十
才
に
な
っ

た
日
か
ら
手
続
が
で
き
ま

す
。
)

②
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し

た
人
(
前
住
所
地
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が

発
行
す
る
登
録
ま
た
は
未

登
録
証
明
書
を
添
付
す
る

こ
と
)

③
登
録
も
れ
の
人
(
永
年
大

村
市
に
住
ん
で
い
る
満
二

十
才
以
上
の
人
)

登
録
申
出
の
受
付
は
、
市

民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
執

食
品
業
と
行
商
の
人
は

赤
痢
検
便
を
う
け
よ
う

食
品
業
お
よ
び
行
商
に
従

事
す
る
人
の
赤
痢
検
便
を
つ

ぎ
の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す

該
当
者
は
か
な
ら
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

務
時
間
中
い
つ
で
も
お
こ
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
追
加
名
簿
は

十
二
月
七
日
に
お
こ
な
わ
れ

る
市
長
選
挙
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

マ
西
大
村
出
張
所
日
月
お

日

目

時

t
v
m時

マ
松
原
公
民
舘
日
月
お
日

日
時
j
ロ
時

マ
竹
松
出
張
所
日
月
初
日

日
時

t
M時

マ
大
村
健
保
所
日
月
訂
日

日
月
刊
ω
日

9
時

I
日
時

J 

d ヲ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

一
年
後
に
ひ
か
え
た
長
崎

国
体
を
グ
み
ん
な
の
力
で
成

功
さ
せ
よ
う
グ
と
十
の
県
民

運
動
が
県
内
各
地
で
活
発
に

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す。

大
村
市
で
も
そ
の
一

環
と

し
て
グ
み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ

い
運
動
d

を
、
市
民
運
動
と

じ
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
が

こ
の
運
動
の
た
め
、
原
口
郷

末
岡
渉
氏
か
ら
チ
ユ

1
リ
ツ

一
お
日
シ

た

一
月

毎

レ

す

を

-
U
中

イ

で

元

鳴

く

>

ナ

聞

の

吹

聞

で

問

時

火

?

を

期

ま

分

の

に

二

ン

防

日

1

0
防

図

う

-

レ

予

2
ら

す
消

合

よ
-

イ

災
月
か
ま
は
を
し
一

サ

火

口

時

し

時

シ

ま
h

.
の

ら

8
ら

8
レ
め
由

一
秋
か

後

鳴

後

イ

か

-

一

日

午

を

午

ナ

し

-

プ
球
根
約
四
千
球
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

球
根
は
、
婦
人
会
に
配
分

し
、
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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市
長
選
挙
の
標
語
決
る

十
二
月
七
日
に
お
こ
な
お

れ
る
予
定
の
市
長
選
挙
に
際

し
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を

呼
び
か
け
る
た
め
の
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
が
、
応
募
総

数
三
百
余
点
の
う
ち
か
ら
、

つ
ぎ
の
標
語
が
入
賞
し
ま
し

た。マ
一
席
選
ぶ
目
が
生
き
て

う
ま
れ
る
よ
い
市
長

北
九
州
市
松
延
松
次
郎

マ
ニ
席
こ
の
一
票
正
し
い

市
政
を
生
む
力

長
崎
市
小
森
吉
郎

マ
三
席
こ
の
一
票
わ
た
し

も
市
政
の
責
任
者

-

り

長
崎
市
田
口
一
義

マ

佳

作

大

村

市
山
口
謹
吾

島
原
市
榊
い
さ
む
福
岡

県
石
山
薫
ぬ』

市
営
住
宅
の
入
居
資
格

基
準
額
の
引
き
上
げ

十
二
月
一
日
か
ら
市
営
住

宅
の
入
居
者
資
格
収
入
基
準

額
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
建
築
課
へ
お
た
づ
ね

く
だ
さ
い
。

マ
第
一
種
e

二
万
四
千
円
以

上
四
万
円
以
下
(
現
行
二

万
円
以
上
三
万
六
千
円
以

下
)

マ
第
二
種
二
万
四
千
円
以

下
(
現
行
二
万
円
以
下
)

消
火
器
に
よ
る
消
火
実

験
会
を
お
こ
な
い
ま
す

秋
の
火
災
予
防
週
間
行
事

の
一
環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と

お
り
各
種
消
火
器
の
操
作
方

法
お
よ
び
消
火
器
に
よ
る
各

種
燃
焼
物
の
消
火
実
験
を
お

こ
な
い
ま
す
。
一
般
市
民
の

方
も
多
数
ご
参
観
く
だ
さ
い

マ
日
時
十
一
月
二
十
六
日

午
後
二
時
か
ら

マ
場
所
消
防
署
前
訓
練
場

(
西
三
城
町
金
丸
橋
際
)

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

消
防
団
演
習
招
集
の
た
め

つ
、
ぎ
の
と
お
り
ナ
イ
レ
シ
を

吹
鳴
し
ま
す
。
火
災
と
お
ま

ち
が
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
十
一
月
二
十
六
日

午
前
八
時

マ
吹
鳴
方
法

六
秒
休
止

十
五
秒
吹
鳴

十
五
秒
吹
鳴

国
道
の
歩
道
設
置
工
事

マ

区

間

竹

松

郷

t
原
口
郷

マ
期
間
十
月
十
四
日
か
ら

明
年
一
月
二
十
日
ま
で

工
事
中
は
、
工
事
標
識
板

や
バ
リ
ケ
ー
ド
の
設
置
、
交

通
規
制
員
の
配
置
、
夜
間
赤

色
灯
の
点
灯
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

-U 

交
通
制
限

マ
区
間
竹
松
出
張
所
前
か

ら
鬼
橋
ま
で

マ
目
的
水
道
配
水
管
布
設

マ
期
間
十
一
月
十
一
日
か

ら
十
二
月
十
一
日
ま
で

マ
交
通
制
限
全
面
交
通
止

個人事業税〈芳2期3
納期限は11月30日です。お忘
れなく期限内に納めましょう

納税は近くの十八、親和銀行

各支居または郵便局の窓口で

どうぞ。

メJ

，ト

八八八八八八八八八八八八
インフルエンザの予防接種

vvvvvvvvvvvv 

イシブノレヱシザ第2回目の接種を、つぎ

の日程で実施します。

時間は午後2時--3時30分まで

2回自をお忘れなく

発
明
相
談
日
を
変
更
し
ま
す

十
一
月
三
十
日
に
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
発
明
相
談

窓
口
を
、
十
二
月
に
変
更
し

ま
す
。な
お
、
開
設
日
時
は
お
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

海
上
保
安
大
学
、
海
上

保
安
学
校
の
学
生
募
集

マ
受
験
資
格
昭
和
却
年

4

月

2
日
(
海
上
保
安
大
学

校
学
生
は
昭
和
お
年

4
月

2
日
)
以
降
生
れ
の
男
子

で①
高
等
学
校
卒
業
の
者
、

三浦幼稚園

市役所

竹松本町公民館福重出張所

東大村小学校市民会館

諏訪公民館萱瀬出張所

黒木小学校

市立病院松原公民館

鈴田出張所[>11月25日

[>11月26日

[>11月27日

[>11月28日

じ>11月29日

昭
和
弘
年

3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第
三

学
年
修
了
の
者
、
昭
和

弘
年

3
月
ま
で
卒
業
見

込
み
の
者

③
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
者

以
上
の
ど
れ
か
に
該
当
す

る
者

マ
受
付
期
間
日
月
初
日

i

ロ
月
日
日

く
わ
し
い
こ
と
は
佐
世
保

海
上
保
安
部
(
佐
世
保
市
干

尽
町
一

l
十

九

電

話

②

四

八
四
二
・
六

O
O
三
)
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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市一
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交一円

交
通
事
故
は
、
結
果
は
悲

惨
で
自
分
一
人
の
不
幸
で
終

り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
日
々
の
車
の
増

加
に
と
も
な
っ
て
グ
交
通
事

第
二
十
三
回
福
井
国
体
は
長

崎
県
に
と
っ
て
は
本
番
一
年
前

の
国
体
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
意
義
深
い
大
会
で
し
た

本
県
選
手
団
が
ど
の
よ
う
な

活
躍
を
す
る
か
、
天
皇
杯
皇
后

杯
が
何
位
に
な
る
か
己
県
民
ひ

と
し
く
興
味
と
関
心
を
よ
せ
、

ま
た
他
県
選
手
団
の
注
目
の
的

で
も
あ
り
ま
し
た
。

福
井
国
体
で
の
本
県
の
天
皇

杯
目
標
は
加
位
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
、

天
皇
杯
泊
位
、
皇
后
杯
却
位
の

⑨!ク

通
も一
れ=↑参

な=量三
く=口

加=保
入一
を一険

故
を
撲
減
し
よ
う
H
H

の
わ
た

し
た
ち
の
悲
願
も
む
な
し
く

事
故
は
多
く
な
る
一
方
で
、

あ
な
た
が
、
わ
た
く
し
が
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
と
い
う

⑬ 

福
井
国
体

本
県
選
手
の
活
躍

成
績
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
に
ふ
れ
て
み

ま
す
と
、
剣
道
競
技
に
お
い
て

一
般
男
子
は
富
山
県
に
初
戦
で

惜
敗
し、

教
員
明
子
に
お
い
て

も
.
絶
対
優
勢
を
う
た
わ
れ
な

が
ら
も
地
元
福
井
に
決
勝
戦
で

敗
れ
、
準
優
勝
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。相
撲
に
お
い
て
も
、
教
員
団

体
が
優
勝
を
飾
っ
た
も
の
の
入

賞
予
想
の
高
校
、
さ
ら
に
青
年

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一

回
戦

で
敗
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な

原
因
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
期

待
種
目
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
庭
球

絶
対
保
障
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、

交
通
半
故
に
よ
り
思
わ
ぬ
傷

害
を
う
け
ら
れ
た
方
の
一
助

と
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
十
月
末
加
入
状
況
は

九
.
二
一
二
人
で
、
市
人
口

の
一
六
%
強
と
い
う
た
い
へ

レ
ス
リ
シ
グ
、
馬
術
な
ど
が
無

得
点
に
終
っ
た
こ
と
も
痛
手
で

し
た
。た
だ
、
予
想
以
上
に
活
隠
し

た
の
は
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、

教

員
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
高
校

野
球
(
軟
式
)
で
し
た
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
で
は
、
総
合

5
位
4
点
か
獲
得
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
員
チ
l
ム
は
、
決
勝
戦

で
埼
玉
教
員
を
3
対
0
で
一
蹴

し
、
日
頃
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

身
上
と
し
て
堂
々
と
勝
利
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
高
校
野
球
(
軟
式
)
の
上

五
島
高
校
も
、
離
島
の
悪
条
件

を
克
服
し
て
決
勝
戦
に
進
出
し

富
山
商
高
に
2
対
0
で
惜
敗
し

た
も
の
の
天
皇
杯
4
点
を
獲
得

し
ま
し
た
。

水
泳
競
技
は
、
高
校
男
子
と

ん
低
い
加
入
率
で
す
。
ま
た

市
民
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷

害
者
に
つ
い
て
も
.
加
入
者

は
全
体
の

一
O

%
に
も
達
し

て
お
ら
な
い
実
状
で
す
。

最
近
に
な
っ
て
、
交
通
事

故
に
あ
い
、
保
険
未
加
入
の

た
め
せ
っ
か
く
の
補
償
が
得

ら
れ
ず
、

「
も
す
こ
し
早
く

一
般
女
子
が
活
躍
し
、
天
皇
杯

8
位

。
・
印
点
で
入
賞
、
ヨ
ッ
ト

競
技
に
お
い
て
も
皇
后
杯
6
位

3
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

写
真
八
高
校
男
子
百
十
米
J
H

に
優
勝
し
た
大
村
高
校

官
回
選
手
の
力
走
V

加
入
し
て
お
れ
ば
よ
か
っ
た

」
と
い
っ
て
加
入
さ
れ
る
方

が
ぽ
つ
ぽ
つ
ふ
え
て
き
ま
し

た。
こ
の
保
険
は
、
大
村
市
で

住
民
台
帳
査
録
ま
た
は
外
国

人
登
鉢
を

L
て
お
れ
ば
、
ど

な
た
も
加
入
で
き
ま
す
。

一
日
一
円
で
大
き
な
補
償

H

交
通
事
故
の
補
償
は
市
民

の
力
で
グ
と
い
‘
勺
市
民
の
声

で
誕
生
し
た
市
民
交
通
傷
害

保
険
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
む
か
い

ま
す
ま
す
交
通
傷
害
が
多
く

な
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
未
加
入
の
方
は
、
こ

の
際
家
族
ぐ
る
み
で
是
非
加

入
し
て
い
た
だ
き
、
不
時
の

災
禍
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
加
入
申
込
み
は
、

社
会
課
ま
た
は
各
出
張
所
で

受
付
け
て
お
り
ま
す
。

湯
ど
う
ふ
の
季
節

るよ一三一
-φ
畠空一
z
一一-@畠±一一二
--eφhr・-ZF
・
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-ee一74
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--e-y-一エ一一.

役
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
と
う
ふ
は
、

た

一一一一一一

湯
ど

う
ふ
の
お
い
へ
ん
す
ぐ
れ
た
栄
養
食
品

三一
一二

い

し

い

季

節

に

で

も

あ

り

ま

す

。

と

う

ふ

一

哨
一

な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
は
豚
肉
な
ら
百
グ
ラ

一

ぷ

だ

し

こ

ぶ

だ

け

ム

、

ア

ジ

な

ら

大

き

め

の

も

れ

の

素

ぽ

く

な

湯

の

一

本

に
相
当
す
る
た
ん
白

三

三

一

ど

う

ふ

、

す

き

質

を

も

っ

て

い

る

そ

う

で

す

三

一

三

や

き

や

ち

り

な

な

ん

と

い

っ

て

も

安

く

、

ど
に
い

れ
た
と
う
ふ
な
ど
、
そ
の
上
消
化
が
よ
く
、
ピ
タ

そ
れ
ぞ
れ
日
本
的
な
味
が
あ
ミ
シ
や
カ
ル
ジ
ユ
ワ
ム

も
た

つ
て
お
い
し
い
ホ
の
で
す
。
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
と
う
ふ
を
入
れ
た
だ
、
で
き
る
だ
け
油
や

た
、
少
し
こ
い
目
の
熱
い
み
色
の
こ
い
野
菜
類
と
い
っ
し

そ
汁
は
、
ま
さ
に
朝
食
の
主
ょ
に
食
べ
る
こ
と
で
す
。
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